




決
算
の
内
容
は
、
平
成
１８

年
度
の
歳
出
決
算
額
は
５４

億
１，

９
６
０
万
１，

６

３
４
円
で
前
年
度
比
９１.３
％

で
す
。

　
決
算
額
が
前
年
度
に
比

べ
縮
小
し
た
要
因
は
、
経

常
的
経
費
の
維
持
費
、
物

件
費
、
繰
出
金
の
減
少
で

あ
り
、
普
通
建
設
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場

整
備
事
業
、
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業

な
ど
の
終
了
に
よ
る
減
少

が
主
な
も
の
で
す
。

　
町
の
財
政
は
国
、
県
の

支
出
金
に
多
く
を
依
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
、
依
存
財
源
比
率
は
５１.５

％
で
、
１８
年
度
も
自
主
財

源
が
５０
％
を
下
回
っ
て
お

り
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
す
経
済
情
勢
の
中

で
、
財
政
基
盤
の
よ
り
一

層
の
強
化
を
図
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
に
、
前
年

度
に
続
き
縮
小
し
て
い
る
。
基
金
の
新
規

積
立
て
金
は
今
年
も
０
円
と
な
り
、
１８
年

度
末
の
地
方
債
︵
町
の
借
金
︶
は
約
５９
億

円
に
達
し
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
態

に
あ
る
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
の

減
の
中
に
あ
っ
て
、
不
能
欠
損
額
に
つ
い

て
は
、
執
行
停
止
な
ど
の
滞
納
整
理
強
化

に
よ
り
町
税
は
約
２
千
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。
歳
出
で
は
、
建
設
事
業
費
約
５

億
４
５
０
０
万
円
の
減
少
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

に
一
般
会
計
か
ら
５
０
０
０
万
円
の
繰
入

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い
状
況

で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
徴
収
率
の
向
上
と

医
療
費
の
縮
小
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
は
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
従
っ
て
、
町
税
及
び
各
種
使
用

料
な
ど
の
徴
収
率
の
向
上
を
始
め
と
し
た

歳
入
の
確
保
と
、

更
な
る
自
立
推

進
計
画
の
実
行
、

特
に
歳
出
の
削

減
に
努
め
、
な

お
一
層
健
全
な

財
政
運
営
を
期

待
す
る
。



　４件の歳入欠陥があり、やむをえないものもあるが、

事務的なチェック漏れもある。

町税の徴収体制の充実。

北九州市のOB職員による嘱託

職員の配置により体制強化を図

っている。

未利用の町有地の迅速な処分。

売却可能用地４件のうち２件は

価格公示方式で公募を行っている。

残りの２件は土地取得条件、利

用制限等のため売却時期を検討

している。

電算機器及び情報のセキュリテ

ィの確保。

電算機器及び情報に対する一層

厳重な管理を図り、情報化推進

委員会を開催した。

国際交流の通訳ボランティアへ

の周辺大学等への協力依頼。

福岡大学、福岡教育大学、近隣

の北九州市立大学等に打診して

いる。

スポレクおんがの参加層拡大、

内容充実。

事前申し込みをなくし、競技種

目を増やしたり、内容を一部変

更したりして参加者は倍増した。

図書館の不明本についての利用

者に対する啓発や効果的な防護策。

来館者の動線をカウンター前を

通って帰るように変更し、職員

の目があることを意識させた。

　財務会計の

職員研修を実

施し、適切な

指導を行う。

　開館日数、近隣市町の同様の施設整備の影響もある

が、平成１６年度から減少傾向にある。

　今後は指定

管理者制度を

導入するが、

行政との連絡を密にし、

適切な指導を行い施設

利用の向上に努める。

　
平
成
１８
年
度
の
一
般
会
計

及
び
９
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
１３

日
か
ら
１９
日
ま
で
の
４
日
間

に
わ
た
り
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。

　
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
主

要
施
策
の
成
果
説
明
書
で
あ

る
事
業
実
績
報
告
書
を
中
心

と
し
て
、
各
課
ご
と
に
予
算

が
ど
の
よ
う
に
事
務
事
業
に

反
映
さ
れ
た
か
の
概
要
聴
取

を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
歳
入
に
つ
い
て
は

町
税
を
初
め
、
補
助
金
、
そ

の
他
収
入
確
保
の
努
力
が
十

分
に
な
さ
れ
、
そ
の
実
績
が

上
が
っ
て
い
る
か
、
歳
出
に

つ
い
て
は
、
支
出
が
適
正
か

つ
公
平
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
、
予
算
の
流
用
、
予
備
費

の
充
当
は
適
正
か
、
補
助
金

の
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
か
、

ま
た
む
だ
な
支
出
が
な
か
っ

た
か
を
精
力
的
に
審
査
し
、

そ
の
結
果
、
上
記
の
よ
う
な

指
摘
を
し
て
、
全
員
一
致
で

認
定
し
ま
し
た
。



　学校開放事業である、プール開放について島門小学

校の利用者が激減している。

国民健康保険税の徴収率向上。

納付相談の実施。被保険者証、

資格証明書の交付。滞納世帯の

接触機会の増。賦課と給付との

連携を図った。

学校給食における地産地消の推進。

平成１８年度はれんげ・菜の花

米を２回実施。単価の交渉しだ

いでは回数を増やす計画。

老良地区、尾倉、若葉台地区、

遠賀北部第一地区の下水道接続

率１００％を目指す。

遠賀北部第一地区の下水道接続

率は平成１７年度末で３２.６２％、

平成１８年度末で５１.０４％平成

１９年度８月末現在で５４.４５％。

他地域も含め、今後も未接続部

分の勧奨に努める。

地方財政の状況を踏まえ、簡素

で効率的な行政を確立するため、

自立推進計画及びそれに基づく

行動計画を策定されたので、そ

れに基づいた行政改革を実施。

毎年進捗状況の点検を実施。行

政改革推進委員会に報告、財政

状況等も踏まえ、意見聴取した。

　学校、ＰＴ

Ａ及び地域が

協力し、子ど

もたちに多くの水泳の

機会を提供できるように、

また施設の有効活用の

面からも教育委員会で

検討を行う。

　生涯学習の拠点施設である中央公民館の耐震強度を

調査したが、今後どのようになるのか。

　平成１７年度

の福岡西方沖

地震後、建物

に影響はなかったので、

平成２２年度にはリニ

ューアルする計画である。















　
秋
は
お
い
し
い
食
べ
物
が
多
く

出
回
り
、
買
い
物
に
行
く
と
﹃
今

晩
の
お
か
ず
は
何
に
し
よ
う
か
な
ぁ
﹄

と
目
移
り
し
て
し
ま
う
。

　
先
日
、
鮮
魚
店
で
﹃
今
晩
の
お

か
ず
﹄
を
物
色
中
に
、
目
に
飛
び

込
ん
で
き
た
の
が
﹃
サ
ン
マ
﹄
だ
っ

た
。
今
年
は
、
真
夏
日
の
連
続
で

秋
は
い
つ
来
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
初
秋
の
到
来
を
﹃
サ

ン
マ
﹄
が
教
え
て
く
れ
た
。

　
よ
し
！
今
晩
の
お
か
ず
は
決
ま

っ
た
。
脂
が
乗
っ
た
大
き
い
の
が

な
ん
と
一
匹
１２０
円
。
単
身
生
活
者

で
は
あ
る
が
、
見
栄
っ
張
り
の
性

格
が
災
い
し
３
匹
を
買
い
求
め
た
。

　
早
速
、
料
理
に
と
り
か
か
る
。

グ
リ
ル
か
ら
は
み
出
し
そ
う
な
お

か
ず
が
、
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
と
音
を

立
て
、
に
お
い
が
漂
っ
て
く
る
た

び
に
、
だ
ん
だ
ん
食
欲
が
わ
い
て

き
た
。
私
の
胃
袋
は
十
分
喜
ん
だ
が
、

単
純
に
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ

な
い
。
年
齢
と
共
に
増
え
る
体
重
。

日
頃
の
運
動
不
足
を
痛
感
す
る
の

で
は
あ
る
が
・
・
・
・
。

　
９
月
議
会
は
、
一
般
・
特
別
会

計
の
決
算
を
行
な
っ
た
が
、
毎
年

増
大
す
る
国
保
・
老
人
保
険
の
医

療
給
付
費
を
少
し
で
も
抑
制
す
る

た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

味
覚
の
秋
に
誘
惑
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

腹
八
分
目
に
し
て
こ
の
秋
を
過
ご

そ
う
と
思
う
。

堅
田
　
繁


